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ぎれー !  　nuu  su-ga?  caN-nagiree!
よーそーき、バーチー !   　joosooki,  baacii!
うり　捨
し












どー !  　ʔiQciga  soomuN=doo!
－ 2 －
よーそーき、よーそーき !　　※ 　joosooki,  joosooki!
うり　捨
し














ぎれー !  　nuu  su-ga?  caNnagiree!
よーそーき、バーチー !   　joosooki,  baacii!
うり　捨
し











、 　ʔuri-ja=joo, tui-gwaa-nu kuuga-nasi-munu,
いっちが　そー物
むん





















ぎれー !  　nuu  su-ga?   caNnagiree!
よーそーき、バーチー !   　joosooki,  baacii!
うり　捨
し









、 　ʔuri-ja=joo, warabi-nu cibu-nugujaa-gwaa,
いっちが　そー物
むん
















まらん、 　munu-N  ʔiQtiN  kama-raN,





ぎれー !  　nuu  su-ga?  caNnagiree!
よーそーき、バーチー !  　joosooki,  baacii!
うり　捨
し











、 　ʔuri-ja=joo, ʔwaa-gwaa-nu  munu-kwaasaa-gwaa,
いっちが　そー物
むん
どー !  　ʔiQciga  soomuN=doo!
※ repeat
　歌詞テキストの引用は、CD『メンソーレ沖縄 島唄ベスト②』（キングレコード 
KICH2158、大城学 [ 解説 ]）にある「②三村踊り」の歌詞カードを参考にした。ただし、
実際に CD を聞いて歌詞を正確に写し取るよう心掛けている。
[ 語注 ]
チリシティ cirisiti（1）[ 名詞 ]　ごみだめ。ごみ捨て場。チリシティユン cirisitijuN（0）
　（切り捨てる）が名詞化した形。「切り捨てぃ節」は廃物利用の歌として知られる。
①
カンネール kaNneeru（0）[ 連体詞 ]　このような。こんな。
カキボーチャー kaki-boocaa（1?）[ 名詞 ]　欠けた包丁。カキユン kakijuN（1）（欠ける）
　の連用形 + ホーチャー hoocaa（0）（包丁）の複合語。
カキユン kakijuN（1）[ 動詞 ]　欠ける。カキラン kakiraN（欠けない）。kakiti（欠けて）。
ホーチャー hoocaa（0）[ 名詞 ]　包丁。
グヮー -gwaa[ 接尾辞 ]　小さいこと、かわいいことを表す指小辞。
ヤ -ja[ 係助詞 ]　～は。
ヨー =joo[ 終助詞 ]　～よ。～ぞ。軽い強調を表す。
トーフ toohu（0）[ 名詞 ]　豆腐。
ン -N[ 係助詞 ]　～も。
チラリラン cira-riraN　切ることができない。切れない。動詞チユン cijuN（0）（切
る）の未然形に可能の助動詞リーン -riiN の否定形リラン -riraN が付いた形。現在
－ 4 －




チユン cijuN（0）[ 動詞 ]　切る。チラン ciraN（切らない）。チッチ ciQci（切って）。
ムン -muN[ 接続助詞 ]　～から。～のに。連体形に付く。理由（順接）を示す場合と
逆接を示す場合とがある。ここでは逆接の意味に解釈した。
ヌー nuu（0）[ 名詞 ]　何。どう。
スガ su-ga　するのか。動詞スン suN（1）（する）の尾略形に疑問の終助辞ガ -ga が
付いた形。
スン suN（1）[ 動詞 ]　する。不規則活用。サン saN（しない）。ッシ Qsi（して）。








ヨーソーチュン joosoocuN（1）[ 動詞 ]　よしておく。やめておく。ヨーソーカン
joosookaN（よしておかない）。ヨーソーチ joosooci（よしておいて）。
バーチー baacii（0）[ 名詞 ]　おばさん。平民の父母の妹。あるいは、下女のおばさん。
ウリ ʔuri（1）[ 名詞 ]　それ。
シティンナ sitiN-na　捨てるな。動詞シティユン sitijuN（1）の禁止形。基本形シティ
ル sitiru に禁止の終助辞ナ -na が付き、シティルナ sitiru-na が逆行同化によって、
シティンナ sitiN-na と音変化した。
シティユン sitijuN（1）[ 動詞 ]　捨てる。シティラン sitiraN（捨てない）。シティティ
sititi（捨てて）。
ナ -na[ 終助辞 ]　～（する）な。禁止を表す。動詞の基本形に付く。
ナービ naabi（0）[ 名詞 ]　鍋。
－ 4 － － 5 －
ヌ -nu[ 格助詞 ]　～の。ここでは連体格を表す。
チビカチムヌ cibi-kaci-munu（1?）[ 名詞 ]　底（尻）を掻く物。チビ cibi（1）（尻）
+ カチュン kacuN（0）（掻く）の連用形 + ムヌ munu（0）（物）の複合語。
チビ cibi（1）[ 名詞 ]　尻。ここでは鍋の「底」を表す。
カチュン kacuN（0）[ 動詞 ]　掻く。書く。カカン kakan（掻かない）。カチ kaci（掻
いて）。
ムヌ munu（0）[ 名詞 ]　物。ムヌ munu（0）では食べ物を示すことが多い。
イッチガ ʔiQciga（1?）[副詞 ]　もっとも。一番。『沖縄語辞典』にはイッチン ʔiQciN（1）
は載っているが、イッチガ ʔiQciga は載っていない。
ソームン soomuN（1）[ 名詞 ]　重宝な物。大事な物。
ドー =doo[ 終助詞 ]　～ぞ。だぞ。断定や主張を表す。
②
チビフギバーキcibi-hugi-baaki（1?）[名詞 ]　底（尻）に穴があいた竹ざる。チビcibi（1）
（尻）+ フギユン hugijuN（1）（ほげる）の連用形 + バーキ baaki（0）（ざる）の複合語。
フギユン hugijuN（1）[ 動詞 ]　穴があく。ほげる（九州方言）。フギラン hugiraN（ほ
げない）。フギティ hugiti（ほげて）。
バーキ baaki（0）[ 名詞 ]　竹ざる。竹かご。
ゥンム ʔNmu（0）[ 名詞 ]　芋。ふつう、サツマイモのことを指す。
アラーリラン ʔaraa-riraN 洗うことができない。洗えない。動詞アラユン ʔarajuN（1）
（洗う）の未然形アラー ʔaraa に可能の助動詞リーン -riiN の否定形リラン -riraN が
付いた形。アラー ʔaraa は、アラワ ʔarawa の w が脱落した形である。
アラユン ʔarajuN（1）[ 動詞 ]　洗う。アラーン ʔaraaN、アララン ʔararaN（洗わない）。
アラティ ʔarati（洗って）。
トゥイ tui（1）[ 名詞 ]　鳥。ふつう、鶏のことを指す。
クーガナシムヌ kuuga-nasi-munu（0?）[ 名詞 ]　卵を産む物。クーガ kuuga（0）（卵）
+ ナスン nasuN（0）（産む）の連用形 + ムヌ munu（0）（物）の複合語。
クーガ kuuga（0）[ 名詞 ]　卵。ふつう、鶏卵を指す。




タ kata（0）（肩）+ ウティユン ʔutijuN（0）（落ちる）の連用形 + チン ciN（0）（着
物）の複合語。
カタ kata（0）[ 名詞 ]　肩。
ウティユン ʔutijuN（0）[ 動詞 ]　落ちる。ウティラン ʔutiraN（落ちない）。ウティティ
ʔutiti（落ちて）。
チン ciN（0）[ 名詞 ]　着物。きぬ（衣）に対応する語。
スディ sudi（1）[ 名詞 ]　袖。
トゥーサリラン tuusa-riraN 通すことができない。通せない。動詞 tuusuN（0）（通す）
の未然形トゥーサ tuusa に可能の助動詞リーン -riiN の否定形リラン -riraN が付い
た形。
トゥースン tuusuN（0）[ 動詞 ]　通す。トゥーサン tuusaN（通さない）。トゥーチ
tuuci（通して）。
ワラビ warabi（0）[ 名詞 ]　子ども。
チビヌグヤー cibi-nugujaa（1?）[ 名詞 ]　尻を拭う物。チビ cibi（1）（尻）+ ヌグヤー
nugujaa（拭う物）の複合語。ヌグヤー nugujaa は、動詞ヌグユン nugujuN（0）（拭
う）の連用形ヌグイ nugui に、物・人などを表す接尾辞アー -aa が付いたもの。
ヌグユン nugujuN（0）[ 動詞 ]　拭う。ヌグラン nuguraN（拭わない）。ヌグティ
nuguti（拭って）。否定形はラ行四段化している。
④
カキマカイ kaki-makai（1?）[ 名詞 ]　欠けた碗。カキユン kakijuN（1）（欠ける）
の連用形 + マカイ makai（0）（碗）の複合語。
マカイ makai（0）[ 名詞 ]　碗。
ムヌ munu（0）[ 名詞 ]　食べ物。飯。
イッティン ʔiQtiN　入れても。動詞イリユン ʔirijuN（1）のテ形 + 係助詞ン -N で、「～
しても」という譲歩の意味を表す。
イリユン ʔirijuN（1）[ 動詞 ]　入れる。イリラン ʔiriraN（入れない）。イッティ ʔiQri（入
れて）。音便語幹が促音化する。
－ 6 － － 7 －
カマランkamaraN　食べることができない。食べられない。動詞カムンkamuN（0）（食
べる）の未然形に可能の助動詞リーン -riiN の否定形ラン -raN が付いた形。ここで
は「リ入れ言葉」にはなっていない。音数律なども関係するのだろう。
カムン kamuN（0）[動詞 ]　食べる。カマン kamaN（食べない）。カディ kadi（食べて）。
ウヮー ʔwaa（0）[ 名詞 ]　豚。
ムヌクヮーサー munu-kwaasaa（0?）[ 名詞 ]　食べ物を喰わせる物。ムヌ munu（0）
（食べ物）+ クヮーサー kwaasaa（喰わせる物）の複合語。クヮーサー kwaasaa は、






①こんな欠けた包丁はねえ、豆腐も切れないのに、どうすんの ? 捨ててしまいなさい !
　よしてよ、おばさん! それは捨てないで! それはねえ、お鍋の底を掻く物として、とっ
ても重宝する物よ ! ※（よしてよ、よしてよ、それは捨てないで !）
②こんな底に穴のあいた笊はねえ、芋も洗えないのに、どうすんの ? 捨てておしまい !
　よしてよ、おばさん ! それは捨てないで ! それはねえ、鶏さんが卵を産むための物
として、とっても重宝する物よ ! ※
③こんな肩落ちの着物はねえ、袖も通せないのに、どうすんの ? 捨ててしまいなさい !
　よしてよ、おばさん! それは捨てないで! それはねえ、子どものお尻を拭く物として、
とっても重宝する物よ ! ※
④こんな欠けた碗はねえ、食べ物も入れて食べられず、どうすんの ? 捨てておしまい !











































































   　waniN  jamada
行
ぅん
じ　んちゃしぇー  　ʔNzi Nca-see
行
ぅん














































やとぅ   　kanasi  ʔumuja-tu
行
い ち ゃ
逢ゆらどー   　ʔicajura=doo
行
い ち ゃ











きやびみ   　ʔuta-nu  makij-abim-i











  　hwici-misori  satu-me  satu-me
サヨー　載
ぬ





































































   　ʔumanii  ʔumanii
すなよーやー   　su-na=joo=jaa
すなよーやー   　su-na=joo=jaa
　歌詞テキストの引用は、CD『メンソーレ沖縄 島唄ベスト②』（キングレコード 
KICH2158、大城学 [ 解説 ]）にある「⑥太鼓囃し」の歌詞カードを参考にした。
[ 語注 ]














タコーヤマ takoojama[ 名詞 ]　多幸山。かつては山賊が出るところとして人々に警戒
されていた。琉歌形式であるので、音数律を合わせるために、タコヤマ takojama
と「コ」を短くして読まれる。
ヤマシサー jamasisaa（0?）[ 名詞 ]　猪。ヤマシシ jamasisi（0）に、卑語的要素のアー
-aa の付いた形。
ウドゥルクナ ʔuduruku-na　驚くな。動詞ウドゥルチュン ʔudurucuN（0）の禁止形。
基本形ウドゥルク ʔuduruku に禁止の終助辞ナ -na が付いた形。
ウドゥルチュン ʔudurucuN（0）[ 動詞 ]　驚く。ウドゥルカン ʔudurukaN（驚かない）。
ウドゥルチ ʔuduruci（驚いて）。
ヤマシシ jamasisi（0）[ 名詞 ]　猪。
チナー cinaa[ 名詞 ]　喜納。地名。本来、漢字は【喜名】で番所のあった所か。





サヨー sajoo[ 感動詞 ]　囃し言葉。




ヤマダ jamada[ 名詞 ]　山田。地名。字山田は、現在。恩納村に属する。
ムドゥユン mudujuN（0）[ 動詞 ]　戻る。ムドゥラン muduraN（戻らない）。ムドゥ
ティ muduri（戻って）。
イッター ʔiQtaa（0）[ 名詞 ]　お前たち。2 人称複数親称。助詞なしで連体格の働き
－ 10 － － 11 －
をする。
ヌーサル nuusaru（0）[ 連体詞 ]　何ほどの。何する。たいしたことはない。
ワンニン waNniN　私も。形はワン waN（私）+ ニ ni（に）+ ン N（も）に当たる。
歌詞などではワニン waniN などと短くなる。
ワン waN（0）[ 名詞 ]　私。
ゥンジ ʔNzi（1）　行って。動詞イチュンの ʔicuN（1）のテ形。補充法による不規則
活用である。
イチュン ʔicuN（1）[ 動詞 ]　行く。イカン ʔikaN（行かない）。ゥンジ ʔNzi（行って）。
ンチャシェー Nca-see　みたよ。補助動詞ンジュン NzuN（0）（みる）の過去形ンチャ








ワカサン wakasaN（0）[ 形容詞 ]　若い。
フィトゥトゥチ hwitutuci[ 名詞 ]　ひと時。文語。
カユイジ kajuizi（0）[ 名詞 ]　通い路。女のもとに通う道。文語。
スラ sura（1）[ 名詞 ]　身空。文語。
ヤミ jami（0）[ 名詞 ]　闇。暗闇。
サクフィラ sakuhwira（0）[ 名詞 ]　急坂。険しい坂。文語。
フィラ hwira（1）[ 名詞 ]　坂。
クルマ kuruma（0）[ 名詞 ]　砂糖車。製糖工場の圧搾車。
トーバル toobaru（1）[ 名詞 ]　平原。平野。平坦地。





クンチユン kuNcijuN（1）[ 動詞 ]　横切る。クンチラン kuNciraN（横切らない）。ク
ンチッチ kuNciQci（横切って）。
シチャミチ sicamici（1?）[ 名詞 ]　下の道。シチャ sica（1）（下）+ ミチ mici（1）（道）
の複合語。
トゥーリバ tuuri-ba　通れば。動詞トゥーユン tuujuN（0）（通る）の已然形 + 接続
助辞バ -ba の形。文語的表現。
バ -ba ～ば。条件を表す接続助辞。




カナサン kanasaN（1）[ 形容詞 ]　愛しい。かわいい。かつては、カナシャン
kanasjaN と言った。
ウムヤー ʔumujaa（0）[ 名詞 ]　恋人。思う相手。歌詞などで、ウムヤと短くなる。
トゥ -tu[ 格助詞 ]　～と。行為の相手などを表す。
イチャユラ ʔicajura　会うだろう。動詞イチャユン ʔicajuN（1）（会う）の推量形。
イチャユン ʔicajuN（1）[ 動詞 ]　会う。イチャラン ʔicaraN（会わない）。イチャティ
ʔicati（会って）。
③
アガリカタ ʔagarikata（0）[ 名詞 ]　東の方。ここでは、東側の出身者ということ。
デムヌ -demunu[ 接続助詞 ]　～であるから。～なので。文語。口語では、デームン
deemuN と言う。
ウタ ʔuta（1）[ 名詞 ]　歌。ここでは歌の良し悪しを勝負している。歌合戦。
ヌ -nu[ 格助詞 ]　～が。ここでは主格を表す。
マキヤビーミ makij-abiim-i　負けますか。ここでは反語的に「負けますまい」の意味
となる。動詞マキユン makijuN（1）の連用語幹 + 丁寧の助動詞アビーン -abiiN の
終止形+疑問の終助辞イ-iの形。歌詞でマキヤビミと短くなっている。「ビーン+イ」
の融合部分は「ビーミ」となり、古い音の m 音が出現する。
－ 12 － － 13 －
マキユン makijuN（1）[ 動詞 ]　負ける。マキラン makiraN（負けない）。マキティ
makiti（負けて）。
アビーン -abiiN[ 助動詞 ]　～ます。丁寧の意味を表す対者敬語の助動詞。動詞の連用
語幹に付く。アビラン -abiraN（～しません）。アビティ -abiti（～しまして）。
イ -i[ 終助辞 ]　～か。疑問の終助辞。決定疑問文のときに用い、補足疑問文（疑問詞
疑問文）のときには使わない。
フィチミソーリ hwici-misoori　お弾きなさい。弾いてください。動詞フィチュン
hwicuN（1）の連用形 + 尊敬の助動詞ミシェーン -miseeN の命令形。
フィチュン hwicuN（1）[ 動詞 ]　弾く。フィカン hwikaN（弾かない）。フィチ hwici（弾
いて）。
ミシェーン -miseeN[ 助動詞 ]　～なさる。お～になる。尊敬の助動詞。動詞の連用形、
あるいは、連用形からイ -i を除いた形に付く。ミソーラン -misooraN（～なさらな
い）。ミソーチ -misooci（～なさって）。







サビラ s-abira （～して）みましょう。動詞スン suN（1）の連用語幹 + 丁寧の助動詞
アビーン -abiiN の志向形。動詞スンは、もとは「する」の意であるが、ここでは
動詞のテ形のあとに続いて、「（～して）みる」という試みを表す意味となっている。
類例 :『沖縄語の入門』第 15 課「ペークーガ ウスガナシーメーヌ ウスバンカイ ユ
シリティ ッンジ サビタクトゥ、」（渡嘉敷ペークーが琉球国王のお側にうかがって
みましたところ、）。沖縄語の試みを表す言い方には、「テ形 + ンジュン（見る）」（歌
詞①番）と「テ形 + スン（する）」（歌詞③番）の少なくとも 2 種類があると言える。




トゥユン tujuN（1）[動詞 ]　取る。トゥラン turaN（取らない）。トゥティ tuti（取って）。
ナギリバ nagiri-ba　投げれば。動詞ナギユン nagijuN（0）（投げる）の已然形 + 接
続助辞バ -ba の形。文語的表現。
ナギユン nagijuN（0）[ 動詞 ]　投げる。ナギラン nagiraN（投げない）。ナギティ
nagiti（投げて）。
ユクザン jukuzaN[ 名詞 ]　横桟。戸の上下のかまちの中間にある、横の桟（三省堂『新
明解国語辞典（第 3 版）』）。
カチミティ kacimiti　掴まえて。動詞カチミユン kacimijuN（1）（掴まえる）のテ形。
カチミユン kacimijuN（1）[ 動詞 ]　掴まえる。カチミラン kacimiraN（掴まえない）。
カチミティ kacimiti（掴まえて）。
トゥカ tuka（1）[ 名詞 ]　十日。
ハチカ hacika（1）[ 名詞 ]　二十日。
クンパトーレー kuNpatooree　踏ん張っていなさい。動詞クンパユン kuNpajuN（1）
（踏ん張る）の継続形 kuNpatooN（踏ん張っている）の命令形。




タルガキユン tarugakijuN（1）[ 動詞 ]　頼みにする。タルガキラン tarugakiraN（頼
みにしない）。タルガキティ tarugakiti（頼みにして）。
イチン ʔiciN（1?）[ 副詞 ]　何時も。
ハナ hana（0）[ 名詞 ]　花。はなやかなこと。花盛りであること。
トゥムナ tumu-na　と思うな。文語。動詞トゥムユン tumujuN（と思う）の禁止形。
基本形トゥムル tumuru に禁止の終助辞ナ -na が付き、トゥムルナ tumuru-na が逆
行同化によって、トゥムンナ tumuN-na と音変化、さらに音数律の縮約で、トゥム
ナ tumu-na となった。
トゥムユン tumujuN[ 動詞 ]　と思う。文語。トゥマーン tumaaN、トゥムラン
tumuraN（と思わない）。トゥムティ tumuti（と思って）。
ウミユラン ʔumijuraN　思い及ばない。思いがけない。動詞ウミユユン ʔumijujuN（0）
－ 14 － － 15 －
（思い及ぶ）の否定形。
ウミユユン ʔumijujuN（0）[ 動詞 ]　思い及ぶ。ウミユラン ʔumijuraN（思い及ばない）。
ウミユティ ʔumijuti（思い及んで）。
カジ kazi（1）[ 名詞 ]　風。
フカバ huka-ba　吹いたら。動詞フチュン hucuN（0）（吹く）の未然形 + 接続助辞
バ -ba の形。文語的表現。後ろの主文に命令文・疑問文などの hortative sentence
が来る。
フチュン hucuN（0）[ 動詞 ]　吹く。フカン hukaN（吹かない）。フチ huci（吹いて）。
チャー caa（1）[ 副詞 ]　どう。「いか（如何）」の音変化した形。
アヌ ʔanu（1）[ 連体詞 ]　あの。
ヤマ jama（0）[ 名詞 ]　山。山林。
イカワン ʔika-waN　行っても。動詞イチュン ʔicuN（1）（行く）の未然形 + 譲歩の
接続助辞ワン -waN の形。譲歩文を作るには、この「未然形 + ワン」のほか、「テ
形 + ン」、「過去形 + テーマン」といった形がある。
ワン -waN[ 接続助辞 ]　～しても。譲歩を表す接続助辞。未然形に付く。
ウマニー ʔumanii（0）[ 名詞 ]　姉さん。兄嫁や既婚の姉の敬称。士族に対して用いる。
【思姉】の漢字を当てる。語源もその通り「おもい - あね」であろう。
スナ su-na　するな。ここでは「ウマニー ウマニー スナ」で「姉さん 姉さん するな」、
「姉さん 姉さんと 呼ぶな」ということであろう。動詞スン suN（1）（する）の禁止形。
基本形スルsuruに禁止の終助辞ナ -naが付き、スルナsuru-naが逆行同化によって、
スンナ suN-na と音変化、さらに音縮約で、スナ su-na となった。
ヤー =jaa[ 終助詞 ]　～ねえ。～なあ。念押しを表す。
[ 通釈 ]




































































とぅ   　ʔubizasu-sa  satu-tu
波
な ん み ん
之上ぬ　あがた   　naNmiN-nu  ʔagata
忘
わし

























てぃ   　nuci-ja  nukuti
















































々とぅ   　hutai  kanaganatu
月
ちちなが



















ら  　dicajo  tacimudura
やがてぃ　暁
あかちち





ちゅさ   　tui-N  nacu-sa
　歌詞テキストの引用は、CD『チャンプルー沖縄 島唄ベスト③』（キングレコード 





と歌名が付けられている。トゥ -tu は、「～と」で相手を表す格助詞、ヨー =joo は
軽い強調を表す終助詞。歌名を強いて訳すると、「新・愛しい貴方とともにぞ」と
でもなるであろうか。歌詞は 1 番から 7 番まで通じて琉歌形式であり、①③⑤が
男声独唱、②④⑥が女声独唱の掛け合いで、⑦は男女二人で合唱する。
①




ティユン tijuN（0）[ 動詞 ]　照る。ティラン tiraN（照らない）。ティティ titi（照って）。
チチ cici（0）[ 名詞 ]　月。
ニ -ni[ 格助詞 ]　～に。動作の及ぶ相手・対象などを示す。文語で頻出する。
ンゾNzo（1）[名詞 ]　愛しいお前。彼女。男性から女性の恋人を親しんで呼ぶ言い方。
漢字は慣習的に【無蔵】を当てる。
ガ -ga[ 格助詞 ]　～の。ここでは連体格を表す。
ウムシガタ ʔumusigata[ 名詞 ]　面影。顔の姿。意味はウムカジ ʔumukazi（0）（面影）
に同じだが、音数が 1 音長い。





カタラユン katarajuN（1）の連用形カタライ katarai の末尾が母音融合して、カタ
レーkatareeとなった形に、願望の助動詞ブサン-busaNのサ語幹が付いた形である。
連用形末尾の母音融合は、ワライ warai（笑い）がワレー waree になるといった類
例が見出せる。
カタラユン katarajuN（1）[ 動詞 ]　語り合う。男女が睦まじく語らう。カタラーン
kataraaN（語らわない）。カタラティ katarati（語らって）。
ブサン -busaN[ 助動詞 ]　～したい。形容詞型の活用をする。
－ 18 － － 19 －
ンニ Nni（1）[ 名詞 ]　胸。
ウムイ ʔumui（0）[ 名詞 ]　思い。
②
チチミ cicimi（0）[ 名詞 ]　月見。
スル suru　する。動詞スン suN（1）（する）の連体形。
グトゥニ -gutuni[ 副助詞 ]　（～する）毎に。文語的表現。間隔を置いて規則的に現
れることを示す。口語ではカージ -kaazi と言う。
ウビジャスサ ʔubizasu-sa　思い出すよ。動詞ウビゥンジャスン ʔubiʔNzasuN（0）（思
い出す）の尾略形 + 終助辞サ -sa の形。ウビゥンジャスン ʔubiʔNzasuN が音数律
の関係により、「ゥン ʔN」を省略し、ウビジャスン ʔubizasuN という形に縮約して
いる。
ウビゥンジャスン ʔubiʔNzasuN（0）[ 動詞 ]　思い出す。ウビゥンジャサン ʔubi-
ʔNzasaN（思い出さない）。ウビゥンジャチ ʔubiʔNzaci（思い出して）。
サ -sa[ 終助辞 ]　～さ。～よ。感嘆や念押しを表す。
サトゥ satu（1）[ 名詞 ]　愛しい貴方。背の君。
トゥ -tu[ 格助詞 ]　～と。共格を表す。
ナンミン naNmiN[ 名詞 ]　波之上。地名。琉球八社の一つ、波之上宮があることで知
られる。那覇の西の海の海岸端にあり、月の名所としても知られる。






ワシリユン wasirijuN[ 動詞 ]　忘れる。文語であり、口語はワシユン wasijuN という。
ワシリラン wasiriraN（忘れない）。ワシリティ wasiriti（忘れて）。
グリサン -gurisaN[ 助動詞 ]　～しにくい。形容詞型の活用をする。
－ 20 －
③
イャー ʔjaa（1）[ 名詞 ]　お前。君。二人称親称を表す。
クィテール kwiteeru　呉れた。呉れてある。動詞クィユン kwijuN（1）（呉れる）の
結果形クィテーン kwiteeN（呉れてある）の連体形。
クィユン kwijuN（1）[ 動詞 ]　呉れる。やる。クィラン kwiraN（呉れない）。クィティ
kwiti（呉れて）。
ミンサー miNsaa（0）[ 名詞 ]　ミンサー。布名。帯に用いる。ミンサー帯。
ナマ nama（1）[ 名詞 ]　今。
アサ ʔa-sa　有るよ。動詞アン ʔaN（0）（有る）の尾略形 + 終助辞サ -sa の形。
アン ʔaN（0）[ 動詞 ]　有る。不規則活用。
ワミ wami（0）[ 名詞 ]　私。我が身。文語。
カシ kasi（0）[ 名詞 ]　布を織る経糸。綛（かせ）。
チリトーシガciritoo-siga　切れているが。切れているけれど。動詞チリユンcirijuN（0）
（切れる）の継続形チリトーン ciritooN（切れている）の尾略形 + 逆接の接続助辞
シガ -siga の形。
チリユン cirijuN（0）[ 動詞 ]　切れる。チリラン ciriraN（切れない）。チリティ ciriti（切
れて）。
シガ -siga[ 接続助辞 ]　～けれども。～だが。逆接を示す。
ヌチ nuci（1）[ 名詞 ]　布を織る横糸。緯糸（ぬきいと）。緯（ぬき）。
ヌクティ nukuti　残って。動詞ヌクユン nukujuN（残る）のテ形。
ヌクユン nukujuN（0）　残る。ヌクラン nukuraN（残らない）。ヌクティ nukuti（残っ
て）。
④






－ 20 － － 21 －
タボーリ taboori　ください。タボーユン taboojuN（0）（くださる）の命令形。文語
的表現。
タボーユン taboojuN（0）[ 動詞 ]　給う。くださる。文語。タボーラン tabooraN（く
ださらない）。タボーチ tabooci（くださって）。
クトゥ kutu（0）[ 名詞 ]　事。こと。
⑤
マリ mari（1）[ 名詞・形容動詞 ]　稀。まれ。たまさか。
ナガミユル nagamijuru　眺める。動詞ナガミユン nagamijuN（0）（眺める）の連体形。
ナガミユン nagamijuN（0）[ 動詞 ]　眺める。ナガミラン nagamiraN（眺めない）。
ナガミティ nagamiti（眺めて）。
トゥチ tuci（0）[ 名詞 ]　時。とき。
シリティ siriti　遅くなって。動詞シリユン sirijuN（0）（遅くなる）のテ形。






クムユン kumujuN（0）[ 動詞 ]　曇る。クムラン kumuran（曇らない）。クムティ
kumuti（曇って）。
⑥
フタイ hutai[ 名詞 ]　二人。文語。口語ではタイ tai（1）という。ここでの「フタイ」
の発音は音数律の関係による。
カナガナートゥ kanaganaatu（1）[ 副詞 ]　仲良く。睦まじく。
チチナガミ cicinagami（0）[ 名詞 ]　月見。チチミ cicimi（0）（月見）に同じ。
スシン su-si-N　するのも。動詞スン suN（1）（する）の尾略形 + 準体助辞シ -si（～の）
+ 係助詞ン -N（～も）の形。
シ -si[ 準体助辞 ]　（～する、～な）の。もの。こと。人。
－ 22 －




マタン mataN（1?）[ 副詞 ]　またも。再びまた。













ヤガティ jagati（1）[ 副詞 ]　やがて。まもなく。
アカチチ ʔakacici（0）[ 名詞 ]　暁。夜明け。
ナチュサ nacu-sa　鳴くよ。動詞ナチュン nacuN（1）（鳴く）の尾略形 + 終助辞サ
-sa の形。
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